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２０２３年（令和５年）  ２月１６日  (木 )  晴れ 第２７５３回（当年度第２２回）例会  
                    

点 鐘                 会長  冨永 典夫君 

司 会                 ＳＡＡ  片平 博己君 

ロータリーソング斉唱      「それでこそロータリー」 

四つのテスト唱和               木本  寛君 

－ 言行はこれに照らしてから － 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

ゲスト及ビジター紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山奨学生 タンヤピシット・シタン君 

ようこそ江南ロータリークラブへ！ 

会長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二月は平和構築と紛争予防月間です。 

ＲＩのホームページには、「今日、紛争、暴力、

弾劾、人権侵害によって家を追われた人の数は７０

００万人。その半数が子どもです。このような状況

を、私たちは絶対に受け入れません。ロータリーは、

異文化交流を通じて相互理解の心を育て、紛争解決

のスキルを備えた人材の育成を通じて平和な世界づ

くりを促進しています。 

人道的組織として、平和はロータリーの使命の礎

となるものです。私たちは、地域社会での平和構築

のために人びとが協力すれば、その変化が世界的な

影響を生むと信じています。 

ロータリー会員は、奉仕プロジェクトや平和フェ

ロー・奨学生への支援を通じ、貧困、差別、民族間

の衝突、教育機会の欠如、リソースの不平等な配分

といった紛争の根底にある問題に取り組むために行

動を起こしています。」とあります。 

ロータリーで平和を築く機会はいくつもあります。 

例えば、ロータリー財団のグローバル補助金を活

用して、ロータリーの重点分野におけるプロジェク

トを支援できます。 

また、次世代のピースビルダーを育成するため、

グローバル補助金による奨学金で、ロータリーの重

点分野と一致する専攻の学生を支援し、将来にこれ

らの分野で平和構築に寄与できる人材を育成できま

す。 

平和について学んだり地域社会で対話を促す活動

をしたり、地域に密着して活動するクラブは、地域

社会の巻き込みを通じて対話を促すことができます。 

そして、国際的な友情を育む為、ロータリーには、

国際大会、例会のメークアップ、国際共同委員会、

親睦活動グループ、ロータリー行動グループ、友情

交換など、国際交流の機会が無数にあります。こう

した機会を最大限に活用して異文化理解を深めるこ

とが、平和構築の第一歩となるでしょう。 

さらに、ロータリー青少年交換は、１５～１９歳

の学生が海外に滞在し、言語や文化を学びながら、

海外に友人をつくり、世界市民としての自覚を養う

ことのできるプログラムです。かつて、ステンハマ

ー元国際ロータリー会長は、「すべての国の高校生



 

- 2 - 

が青少年交換プログラムに参加すれば、世界のすべ

ての戦争はなくなる」と述べました。地元高校生を

海外に派遣したり、ホストファミリーになって海外

からの高校生に日本文化を教えることで、未来の平

和づくりに貢献できると思います。 

ロータリーのほぼすべての活動、すべてのプログ

ラムが平和の構築につながります。海外のロータリ

ーと交流を持つ事はすばらしいことと思います。 

大切なのは、行動を起こすことです。 

 

  

幹事報告  -別紙-         幹事  岩田 進市君 

出席報告                 委員  木本 寛君 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

４８名 ３５名 １３名 ７６．０９％ 

 

ニコボックス                  委員  木本 寛君 

〇三輪 慎一郎君 

本日の卓話、よろしくお願い致します。 

冨永 典夫、南村 朋幸、岩田 進市、駒田 洋平 

 各君 

〇本日、卓話させていただきます。よろしくお願いします。 

三輪 慎一郎君 

〇私の趣味を紹介させていただきます。よろしくお願い

します。 

富田 清孝君 

〇還暦を迎えました。今後もよろしくお願いします。 

岩田 静夫君 

〇結婚記念日（１６年）今後も頑張ります。 

田中 健君 

〇会員卓話 三輪 慎一郎君 本日の卓話、よろしくお

願い致します。 

倉知 正憲、松岡 一成、古田 嘉且、杉浦 賢二、 

沢田昌久、片平 博己、長瀬 晴義、波多野 智章、 

木本 寛 

各君 

卓 話「外国人技能実習制度について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三輪 慎一郎君 

 本日は、外国人技能実習制度について、昨年１０

月にベトナムに面接に行ってきた様子を紹介しなが

らお話をしていきたいと思います。 

 まず、技能実習制度とは、開発途上国の外国人

を日本で一定期間受け入れ、仕事をしながら技能を

身に着け、帰国後に本国の発展に寄与する人材を育

てる事を目的とした制度です。 

 そして技能実習生は、日本人と同様の最低賃金

や労働関係法令が適用されており、現在全国に３３

万人ほど在留しております。 

その中でも受入人数の多い国は、①ベトナム（５

５．５％）、②インドネシア（１２．０％）、③中

国（１１．０％）、④フィリピン（９．０％）とな

っており、業種別では、①建設関係（２０．８％）、

②食品製造関係（１９．５％）、③機械・金属関係

（１４．９％）、④農業関係（９．６％）となって

おります。 

技能実習生の受入れ手順としては、まず監理団体

に依頼し、現地の送出機関にて面接、そして合格し

た実習生は現地にて６ヶ月間、日本語や日本の習慣

などを勉強し、来日後１ヶ月間、日本語や日本の習

慣・法律・注意事項などを学び、その後技能実習生

として受入れ企業へ配属となります。 

 そして３年後、試験に合格すれば「特定技能」

として更に５年間滞在可能となり、その他、「技師」

や「通訳」などの資格を取得すれば、無期限で滞在

が可能となります。 

 それでは、ベトナムでの面接や家庭訪問の様子

を、昨年１０月に撮影した写真を紹介しながら説明

していきたいと思います。 
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点 鐘                 会長  冨永 典夫君 

 

 

趣味の部屋 

 
富田 清孝君 

魚釣り、自動車、ラジコンと多趣味な富田さん 

今回はその中から５０年位続けているラジコン飛行機の

展示をしていただきました。 

仕事をやめてもこの趣味だけはやめられないそうです。 

 

 

本日の食事 

 
 

会報掲示板 

 
 

 
 

 

写真等がございましたら会報までお知らせください 

（担当 早川 一三・山﨑 博征） 

 

Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹの登録はこちら 
※初めての方は 

アカウントを作成してください。 

※アカウントがある方は 

 ログインしてご覧ください。 

ROTARY ２７６０ 

アプリダウンロードはこちら 


